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岡山理科大学生物地球学科・生物地球システム学科ニュースレター H27.3.20発行 第 06号

平成２６年度生物地球システム学科卒業研究発表会開催

2 月 14 日（土）に生物地球システム学科 4年生の卒業研究発表会が開催されました．今回の発表会は，一昨年の方法に立ち返

り，理大ホールのロビーを使ったポスター発表と，一人当たり 3 分間のポスターフラッシュ（ポスター紹介）で行いました．全部で 82

件の卒業研究発表が一斉に行われ，朝 9時から夕方 5 時半まで熱い議論が行われました．次ページに，今年度の卒業研究の題

目の一覧を示します．生物地球システム学科の卒業研究は今回が最後で，来年からは生物地球学科の卒業研究が行われます．

来年度も生地の教員はそのまま指導を続けるので，各ゼミの卒研のテーマに大きな変更はないと思われます．生地学科の 1 年生

から 3 年生の皆さんは，これらの卒業研究タイトルからキーワードを読み取って，生地ではどのような卒業研究が行われるのか，じ

っくりご覧ください．

卒研生代表石橋さんの開会の挨拶 3分間のポスターフラッシュ 大盛況のポスター発表コアタイム

平成２６年度大学院修士研究発表会開催

卒業研究発表会に先立つ2月11日（火・祝）に，大学院総合情報研究科生物地球シ

ステム専攻修士2年生6名による修士研究発表会が理大ホールで行われ，魚類・コケ・

隕石・恐竜など多岐にわたる研究成果が披露されました．一人 20 分（発表 15 分・質疑

応答5分）の持ち時間の口頭発表では若干時間が足りないかと思われましたが，2年間

の研究成果をうまくスライドにまとめ，各自存分に研究成果が示されました．質疑応答も

とても活発で，教員からは鋭い質問が連発されましたが，発表者も懸命に自身の研究

成果を説明し，良いFinal Defence（最終防御：修士などの学位を取得するために行なう

発表会のこと）となりました．なお，修士1年生がこの発表会を取り仕切り，準備や司会・

運営を強力に進めてくれました．修士研究題目の一覧を 3ページに掲載します． 先生からの質問を受ける修論生
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平成 26 年度卒業研究題目

浅野 快
岡山県瀬戸内市前島における針葉樹の年輪解析ー侵入年代と
生長過程ー

實升 百花 熱中症指標 WBGT に代わる簡便な指標の検討

阿辺 倫子 アジアの星物語にもとづくプラネタリウム教育教材の制作 重松 美瑞季 狭間の研究 ―岡山城･備中松山城を中心として―

池田 咲子
ジルコン結晶形態からみた花崗岩質マグマの冷却パターン −鹿
児島県南部大隅花崗岩体を例として− 末廣 大樹 モモの果肉障害の発生と果実成熟期の温度との関係

石川 真也
アッケシソウ自生地の植物相の調査-浅口市寄島干拓地 A ・ C
地区− 杉村 淳人

瀬戸内海の沿岸部と島嶼部における夏季の気象と海陸
風

石橋 咲子 明るい食変光星のカメラレンズを用いた CCD 測光観測 関谷 匡平 マーチソン隕石に見出される有機物の特定

井嶋 大貴 旭川の河川堆積物中のジルコン結晶形態について 髙市 泰樹 移動観測による岡山県高梁盆地の気温分布の実態調査

市 進之介 岡山県真庭地域における中近世城郭の研究 竹入 美佳子 葉緑体 DNA を用いたヒメスゲの系統地理学的研究

稲葉 誠志郎 笹ヶ瀬川におけるヨシノボリ属4種の分布と生息環境の関係 武内 周
岡山県北部奈義町周辺における中部中新統の地質学的
特徴

井上 朋子 旭川下流域における河川堆積物の特徴 武重 胡桃
モンゴルゴビ砂漠東部の上部白亜系より産出した獣脚類
指骨化石の記載と同定

今井 琢三 笹ヶ瀬川におけるカワムツとオイカワの種間関係 田中 誠一 香川県十瓶山窯跡群出土須恵器の胎土分析

今村 香穂 尾道の神社立地の特徴に関する研究 田中 優子
コイ科魚類の咽頭歯系ー世界のコイ科に見られる歯式の
変異

齋部 真志
リース・クレーター（隕石孔）に産する衝撃変成堆積物スーバイトに
ついて 友近 沙織 岡山市白壁地区の淡水カメ相

上田 博樹
岡山県瀬戸内市前島における森林の歴史 −広葉樹の侵入と
植生の変遷− 中林 可奈子 日本に隔離分布するクロヒナスゲの系統地理学的研究

梅田 羊繁音 自然科学の視点で見る妖怪 夏見 里果 流鏑馬について

江上 賢也 岡山県内で発生した土砂災害の地形的特徴 西代 拓紘 コイ科魚類ワタカにおける咽頭骨の相対成長

大垣 優太 二級河川鴨川における洪水予測モデルの構築 能美 草太
リース・クレーター（隕石孔）のボーリング試料から見出され
る衝撃変成鉱物について

大谷 徳紀 矮新星 AY Lyr および ASASSN-14jv の CCD 測光観測と解析 林 広祥 湿原植物の C/N 比の基礎的研究

大西 哲史 古代の温泉研究 原 啓太郎
岡山県内で発生した土砂災害の発生時の雨量に関する
特徴分析

大野 誠司
ジベレリン処理によるブドウの無核果形成の難易と果粒品質の品
種間差 平岡 夏実

南海トラフ巨大地震を対象とした土砂災害危険度評価手
法の開発

大庭 彩香 小惑星ベスタ起源ユークライト隕石の構成鉱物について 平山 晃基
古代の船に関する考察−岡山県の弥生・古墳時代の資
料を中心に−

岡吉 元
アッケシソウ自生地の植物相の調査-浅口市寄島干拓地 A ・ C
地区− 平山 拓実 オヤニラミの体色に対する闘争行動の変化

小川 晃生 岡山県高梁盆地の夏季高温化の実態調査 福原 穂波 アリによるスゲ属植物の種子散布

景山 智波
大連市小珠山遺跡出土のアサリ貝殻成長線と酸素同位体比
の研究 福本 真依 笹ヶ瀬川における水生動物の分布と水環境の関係

笠井 秀紀 東紀州地域における安産・子育にまつわる信仰浸透について 眞鍋 智弘
寄島干拓地 C 地区における絶滅危惧種アッケシソウの生
育調査

兼田 諒一 萩焼の自然科学的研究 森 由希奈 大規模崩壊の素因となる微地形の抽出方法の開発

鎌倉 正希 瀬戸内東部地域における夏季の気温と高温ストレス温度の比較 柳瀬 有里 旭川現世河川洲の堆積構造と堆積物分布

仮屋 亮 国内産灰重石の鉱物学的性質について 山口 展央 笹ヶ瀬川における水生動物の分布と水環境の関係

神﨑 彩寧 カスミサンショウウオの成長に及ぼす温度と光周期の影響 山口 悠介 水田におけるトンボの生息環境の選好性

北爪 航介 旭川中流域における水生昆虫の羽化時期の違いについて 山本 祐輔 虫害を受けたアッケシソウ集団の回復に関する研究

絹田 有梨 陸前高田市立博物館被災フクロウ剥製の研究 吉﨑 健太 近年の豪雨災害における降雨分析

久木田沙由理 ポット苗と播種苗の根の生長比較 吉本 一樹 兵庫県西宮市の酒造用水宮水 と地下水保全について

日下 颯 分銅形土製品の研究 渡辺 豪
ナナフシモドキにおける卵休眠の維持・終了に与える環境
要因の効果

草原 開 有色石英の鉱物学的性質について 渡辺 智之 コイにおける咽頭骨の相対成長

工藤 隆平 土師質土器椀の胎土分析 西山 勇帆
総観気象から局地気象までみた備讃瀬戸地域の夏季高
温現象の解析

小池 空雄 トビイロケアリの集団内の個体数が順位制に与える影響 嵐 己咲
瀬戸内海沿岸で発生する夏の凪現象が体感温度に及ぼ
す影響

合田 美佳 脈動型変光星ケフェウス座デルタ星の大気構造 髙坂 篤史 コイ科魚類ムギツクにおける咽頭骨の相対成長

駒見 麻実 櫃石島大浦浜遺跡出土ヒゲクジラ亜目下顎骨の研究 眞田 恭平 イタボガキ科貝殻成長線の基礎的研究

近藤 愛美
瀬戸内東部地域における海風冷気の夏季の昇温抑制効果につ
いて 参川 俊輝

オリオン座 FU型星・おおかみ座 EX型星のデジタイズドスカイ
サーベイの調査

佐藤 秀香 備中杜氏の酒造酒の味覚と地質との関係 道端 將太 コイ科魚類タモロコにおける咽頭骨の相対成長

佐藤 勇也 オオシロカゲロウの同調羽化のピークの違いについて 山中 雅也 コイ科魚類ヤリタナゴにおける咽頭骨の相対成長

里田 守 花崗岩のモード測定の省力化 濵田 亮一
滑石の産地推定 －備前高島遺跡出土の滑石製製品
の産地について－
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平成 26 年度修士論文題目
秋吉 雄太 日本産ダニオ亜科（コイ科）6種の咽頭骨（歯）の比較

大野 愛有実 コイの咽頭骨および椎骨遺存体による死亡季節・年齢の推定

庄司雄騎 モンゴル恐竜骨組織の鉱物学的研究

藤田あゆな 赤石山系（愛媛県）における蘚類の分類学的研究

松田 咲実 カワヨシノボリのメスの配偶者選択の基準とオスの卵保護との関係

吉田英祐 ユレイライト隕石構成鉱物のカソードルミネッセンスによる研究

小泉君，TOEIC 高得点で学長表彰

TOEIC とは Test of English for International Communication の略称で，英

語によるコミュニケーション能力を評価する世界共通のテストです．日本では

（財）国際ビジネスコミュニケーション協会が運営・実施しています．最近では，

大学院入試や企業の採用選考にも利用されることがあるので，岡山理科大

学でも TOEIC 受験を推奨しています．この試験は 990 点が満点で，リスニン

グとライティングが試されます．一般に 470 点以上は Cレベルにランクされ，

限定された範囲では英語による業務が可能なレベルと言われていますが，生

物地球学科 3年生の小泉毅紘さんは，これをはるかに超える A レベル

（Non-Native として英語による十分なコミュニケーションが可能なレベル）の成

績をおさめ，全学的な模範になるとして，1月28日に学長より表彰状が渡され

ました．小泉さんは，卒業研究を天文学コースで行うとのことです．卒研では

英語の論文を読む機会もたくさんあるので，今後も一層頑張ってほしいと思います．

4 年生の森さん，技術士第１次試験に見事合格

生物地球システム学科 4年生の森 由希奈さんが，建設コンサルティング業界で

必須資格の技術士の第１次試験（応用理学部門）に見事合格しました．技術士は，

社団法人日本技術士会が科学技術庁長官から指定された機関として実施する国

家資格で，その１次試験合格者は，技術士会に登録後「技術士補」を名乗ることが

できます．技術士補取得者は，実務経験 4 年後から第 2 次試験（技術士）を受験

することができます．ちなみに，直接，技術士を目指すときは，実務経験 7 年を経

たのちに第 1 次試験・第 2 次試験を受けなければいけません．森さんは，卒業研

究で取り組んだ土砂災害に関する研究を生かすべく建設コンサルタント企業に就

職を決め，そこでの業務を考えて技術士試験に挑戦しました．就活では内定を勝

ち取ることが第１の目的ですが，その先をも見通した行動はキャリア形成のために

とても重要です．技術士には，地質関連の応用理学部門の他に，農業部門，環境

部門など全 19 分野があります．生地の皆さんの積極的なチャレンジを期待します．

国立科学博物館真鍋真博士による集中講義開催

恐竜化石研究で国際的に著名な，国立科学博物館の真鍋真 生命進化史研究グループ長による，大学院生物地球システム研

究科，および生物地球システム学科４年生対象の集中講義（生物地球システム特別講義Ⅱ・生物地球システム特別講義Ⅳ：同時

開講）が 12月 19日－20日に行われました．トリを題材にした骨の観察方法や，派生形質に基づく系統樹の作り方等，実習を中心

とした授業が展開されたほか，様々な骨格標本を用いて，恐竜・トリ・爬虫類の骨格の違いに関する解説も行われました．受講生は

15 名でしたが，脊椎動物化石研究に関する方法論を学ぶよい機会となり，講師との濃密なコミュニケーションは学生達に強い感銘

を与えたようです．

学長室で表彰状を受け取る小泉君

技術士一次試験合格証を手にする森さんと
指導教員佐藤先生
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とした授業が展開されたほか，様々な骨格標本を用いて，恐竜・トリ・爬虫類の骨格の違いに関する解説も行われました．受講生は

15 名でしたが，脊椎動物化石研究に関する方法論を学ぶよい機会となり，講師との濃密なコミュニケーションは学生達に強い感銘

を与えたようです．

学長室で表彰状を受け取る小泉君

技術士一次試験合格証を手にする森さんと
指導教員佐藤先生
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また，12月 19日の夕方には，第90回生地談話会において真鍋先生に「最新恐竜学」と題して講演していただきました．おそらく，

談話会史上最高の 60 名を超える参加者があり，恐竜・古生物学コースを目指す生地の１年生や一般の方から，講演後も多くの質

問が出されました．

集中講義で標本を使った解説 生地談話会での講演 生地談話会での講演

アッケシソウ発見 10 周年記念式典で表彰

アッケシソウ発見 10 周年記念式典が 10 月１９日（日）浅口市寄島町サン

パレアで開催され，岡山理科大学アッケシソウ研究グループに対して浅口

市寄島町アッケシソウを守る会より感謝状が授与されました．

岡山県寄島干拓地で初めてアッケシソウが発見されてから，生物地球学

科と理学部基礎理学科の教員と学生で構成する研究グループにより，アッ

ケシソウの生活史や生育環境の研究がすすめられてきたほか，現地での保

護活動に協力してきました．

授賞式では生物地球システム学科・星野研究室の 4 年生，山本祐輔君と

真鍋智弘君が代表して賞状と副賞を受け取りました．

大橋先生，ベストポスター賞 ＆ ＩＰＣＣ報告書に研究成果が引用

最近の学会発表では，ポスター形式による発表が盛んになってきています．従来の口

頭発表形式では一過性になりがちな貴重な成果図面などが，ポスターではじっくり時間

をかけてみることができ，また，研究者とまさに膝を突き合わせた議論ができるからです．

7 月 26-27 日に佐賀大学で開催された日本ヒートアイランド学会第 9 回全国大会で，大

橋先生の研究グループが「街区スケールでの気温・湿度に対する電力感応度の解析と

考察－2013 年・大阪市内の観測を通して－」という研究でベストポスター賞を受賞しまし

た．この研究には大学生や大学院生なども参加し，さまざまな分野の研究者が集まって

実施された共同研究という視点からも評価されたようです．また，気候変動に関する政府

間パネル（IPCC）の第 5 次評価報告の第 2 作業部会報告書（影響・適応・脆弱性）Final

Draft において，大橋先生の研究論文（Y. Ohashi and H. Kida, 2002）が引用されました．「都市化」のセクションの中で，都市の大

規模化と拡大が地域の気候や大気環境を変化させるという研究事例として，紹介されています．

IPCC 報告書引用部分へのリンク http://ipcc-wg2.gov/AR5/images/uploads/WGIIAR5-Chap8_FGDall.pdf

大学院 生物地球科学研究科 設立準備

生物地球学科に直接接続する大学院生物地球科学研究科の設置について，文部科学省から届出による申請でＯＫとの返事が

あったことから，本申請に向けて着実に設立の事務作業が進んでいます．新研究科の設置に乞うご期待ください．
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野外博物館実習 展示実習開催

生物地球学科では，3年次の上級科目として「野外博物館実習Ⅰ～Ⅹ」を開講しています．

この講義は，博物館学芸員資格取得のための必修科目であり，受講するためには 1 ・ 2 年次

の学芸員資格科目のいくつかを履修しておかなければなりません．この関門を通過してきた

生地3年生28名が野外博物館実習を履修しました．今年の展示実習は，「岡山のフィールド

ワークから」が全体を統一するテーマです．受講生は，それぞれのグループごとに資料収集

したり，標本を作製したりしました．発表会は，12月 13日（土）に，岡山学研究会シンポジウム

と同時に、同じ会場の理大ホールのロビーを利用して実施されました．一般の方も展示を発

表を見にきてくださり，多くの意見をいただくことができました．この発表やポスター前での解

説も実習課題の一つであり，成績評価に大きなウェイトを占めています．今年の展示発表の題目は，「歴史と植物 古典の中の植

物・文化と植物 (植物学班)」，「水生昆虫の呼吸方法 (昆虫学班)」，「岡山のコイ目魚類 (動物学班)」，「岡山の酒 (地理考古学

班)」，「岡山が誇る新生代化石 (地球科学班)」，「望遠鏡のしくみ―日本一の望遠鏡が岡山にできる？？― (天文班)」でした．

H26 年生物地球システム学科卒業生の進路状況

生物地球システム学科４年生

の卒業生 82 名の 3 月 5 日時点

での進路状況を表に示します．

進路決定者が 63 名，未決定者

（就活中，来年度公務員・教員

採用試験受験就職等の意思なしを含む）が 19 名です．今年は，企業の求人が増えているため昨年に比べると学科の就職率は少

し向上していますが，それでも10名を超える未定者がいることは大変心配なことです．卒論も終わったこの時期でも引き続き4月か

らの求人はありますので，頑張って求職活動してほしいと思います．

決定先は以下の通りです．IT，商社，小売，建設コンサルタント，福祉，アパレルと生地卒業生の進路は多岐にわたります．

岡山理科大学大学院，大阪市立大学大学院，愛媛県庁，まんのう町役場，岡山県警察，(独)水資源機構，大城農協，いなば農協，津安芸農協，国際自然

大学校，岡山県生涯学習センター，万代，福山臨床検査センター，ピープルソフトウエア，福田種鶏場，ワイケイ興産，環境科学設計，淳風福祉会，エフテ

ィコミュニケーションズ，大黒天物産，オリバー，インターナショナルリレーション，コスモス薬品，ALSOK 兵庫，リックコーポレーション，ナイスリフォーム，チュ

ーリップ調剤，ハローズ，構営技術コンサルタント，パル，エブリィ，12C，マツオヒューマンネットワーク，カワニシホールディングス，東洋産業，ダイキエンジニ

アリング，保険アシスト，個別指導塾スタンダード，エムケイ，マクシスシントー，アルビス，エイト日本技術開発，あきんどスシロー，旭化学工業，山陽薬品，グ

ラフィック，福はそと，慈恵会寺沢病院，旭川荘専門学校，農業

学科長より学科長より学科長より学科長より

進路先 大学院進学 公務員・団体 教員 一般企業 専門学校等 その他 計

決定 9 9 0 39 1 58

未定 0 5 2 15 0 ２ 24

計 9 14 2 54 1 ２ 82

2015 年 3 月の卒業生達へ
日本周辺における観測史上最大の地震災害であった東日本大震災発災後

の 2011 年 4 月に入学し，4 年間の学生生活を送った学生さん達がこの 3 月
に卒業します．災害の時に岡山理大は危機管理の一貫として学生データベー
スを利用し，学生さんと保護者さんの安否確認を行うのですが，この大災害
の場合は電話やメールがダウンし，安否確認に数日を費やしました．

あの頃，東北地方が第二の故郷である私は2011 年 3 月に様子を見てまわ
り，毎日のように知人達と情報交換をし，自分の無力さに打ちひしがれ，大
変消耗していました．4月の入学式での新入生の真剣な眼差しは，疲れた私
の心に焼き付きました．その後，この学年の学生さんには被災文化財修復の
ボランティアや被災地支援の募金，被災地でのシンポジウムでのサポート等，
様々な協力をしてもらったことは，忘れられない思い出です．

卒業生の皆さんおめでとう！これからも学んだ事や経験を活かしながら，
幸多き前途を切り拓いて下さい．そして何より 4 年間をともに歩んでくれて
ありがとう！被災地の復旧・復興はまだまだですが，是非これからもそれぞ
れが可能な範囲で協力をお願いします．そして自分たちなりに，次の大災害
へ備える高い意識とスキルを育ててください！

学科長 富岡教授

3 月 5 日現在
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生地研便り生地研便り生地研便り生地研便り
今年の後半のメインイベントは，学祭での生地研活動結果の報告です．今

年は，「屋久島の植物観察」「カメの個体数の調査」「鉱物採集～東赤石山鉱山
～」「蜘蛛調査員ベント 2014」「前島での昆虫採集」の 5 つの内容をポスター
形式で 21 号館 1 階ロビーに展示しました．それぞれ 2から 5名づつのグルー
プで企画し，取りまとめをしました．また，新たな活動が来年に向けてスタ
ートしますので，皆さんの応援，よろしくお願いします．（生地研：３年生 菊）

解説ノート 就活時期の変化について

3 月に入り，3 年生の就職活動が始まりました．今年から新協定による企業の採用選考が行なわれることから，企業や学生の動向

に注目が集まっています．これまでの企業等への就職活動は，①3 年次の 12 月 1 日の企業求人情報オープン，②3 月 1 日から

選考開始，③10 月 1 日内定，というスケジュールでした．これが，文部科学省と経団連の新しい協定により，①3月 1 日，②8 月 1

日，③10 月 1 日と，後ろ倒しにすることが決定されたのですが，実際始まってみると，2 月 1 日時点で既に内々定を得ている学生

が全国で約2.2%存在することが明らかとなりました注．また，岡山理科大学キャリアセンターの調査によると，②選考開始前の4月か

ら7月に面接試験を行うと回答した企業が，調査した122社中68社にのぼりました．大企業など多くの企業では新協定にそった選

考活動を行なうようですが，情報系など一部の業界や中小企業などは，独自の選考スケジュールで動いるところがかなり多いようで

す．既に，就職情報サイトが主催する合同企業説明会が始まっていますが，工学部の学生さんに比べて，生地の学生さんの動き

は鈍いようです．就活は早めの取り組みが良い成果に結びつきます．スタートダッシュに出遅れないように，また，情報アンテナの

張り忘れが無いように活動を本格化させる必要があります．

注：2016 年度日経就職ナビ就職活動モニター調査結果（2015 年 2 月発行：株式会社ディスコ・キャリアリサーチ）

■□ 生物地球学科の H27 年度運営体制 □■

平成 27 年度の学科の運営体制は次の通りです．相談等がございましたら各役員・チューターにお問い合わせください．

役職・委員 教員名 連絡先 役職・委員 教員名 連絡先

学部長 星野卓二 9649 2 年チューター（GA） 中村圭司 9609

学科長 富岡直人 9715 2 年チューター（GA） 佐藤丈晴 9592

1 年チューター（GA） 白石 純 9655 2 年チューター（GB） 大橋唯太 9745

1 年チューター（GA） 矢野興一 9612 2 年チューター（GB） 實吉玄貴 9434

1 年チューター（GB） 亀崎直樹 9745 3 年チューター（GA） 亀田修一 9621

1 年チューター（GB） 宮本真二 9549 3 年チューター（GA） 武山智博 9764

留学生チューター 矢野興一 9612 3 年チューター（GB） 加藤賢一 9514

就職委員 西戸裕嗣 9406 3 年チューター（GB） 中島経夫 9636

連絡先の番号は，086-256-に続く 4 ケタの番号です．

■□ H27 年度春学期のおもなスケジュール □■
月・日 行事等 月・日 行事等

4 月 2 日（木） 入学前オリエンテーション 4月 25 日（土） 就職進路懇談会

4月 3日（金） 入学宣誓式 5 月 9 日（土）～10 日（日） 皐月祭

4 月 5日（日）～6日（月） 新入生 1泊研修（鷲羽山） 5 月 26 日（火） 合同企業説明会

4月 7日（火） 新入生学科別オリエンテーション 5 月 2８日（木）～29 日（金） 履修取消受付

4月 8日（水） 在学生オリエンテーション 6月 14 日（日） オープンキャンパス Part1

4 月8日（水）～4月17 日（金） 教科書販売 7月 21 日（火）～7月 31 日（金） 定期試験

4月 9日（木） 講義開始 8月 1日（土）～2日（日） オープンキャンパス Part2

4 月 9 日（木）～16 日（木） 履修受付 8 月 5 日（水）～ 夏季休業

岡山理科大学生物地球学科・生物地球システム学科 生地 NL 編集（能美洋介）

〒700-0005 岡山市北区理大町１－１ 086-256-9605 y_noumi@big.ous.ac.jp

学祭の生地研展示会場の様子


